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ＴＰＰや日豪ＥＰＡなど、貿易交渉に関する決議

(左)竹中憲之議長 (右)五十嵐政敏副議長出席した組合員の皆様

五
月
十
三
日
㈮
、
鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
第
五
回
釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
通
常
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
全
員
で
斉
唱
し
た

後
、
瀧
澤
義
一
組
合
長
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
御
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
、
釧
路
市

副
市
長　
松
浦
尊
司
様
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧

支
所
長　
横
田
勝
美
様
か
ら
御
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
正
組
合
員
数
４
４
９
名
の
う
ち
、
本
人

出
席
84
名
、
代
理
人
出
席
23
名
、
書
面
議
決
２
５
８

名
に
よ
り
成
立
し
、
議
長
に
は
幌
呂
地
区
の
竹
中
憲

之
氏
、
副
議
長
に
は
白
糠
地
区
の
五
十
嵐
政
敏
氏
が

選
出
さ
れ
、
議
事
を
進
行
致
し
ま
し
た
。

議
案
第
一
号
（
平
成
二
十
二
年
度
（
第
五
年
度
）

事
業
報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
お
よ
び
注
記
表
の
承
認
に
つ
い
て
）
か
ら
議

案
第
七
号
及
び
報
告
事
項
、
特
別
決
議
案
に
つ
い
て

順
次
上
程
さ
れ
、
質
疑
応
答
後
、
議
案
は
全
件
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
総
会
に
御
出
席
頂
き
ま
し
た
御
来
賓
の
皆

様
、
そ
し
て
組
合
員
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
農
協
の
事
業
運
営
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
御
協
力
を
宜
し
く
御
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

①　 例外なき関税撤廃を原則とするＴＰＰ交渉への参加に反
対する。

②　 政府はＷＴＯ、日豪ＥＰＡなど全ての貿易交渉に当たり、
これまで同様に、例外措置として重要品目の関税を維持
するべきである。

③　 また、政府は、ＴＰＰの２４ある交渉分野の情報開示と
国民生活への影響を丁寧に説明すべきである。

上記事項の特別決議は、満場一致で決議されました。
決議案を読み上げる
對木範誉専務

第5回 釧路丹頂農業協同組合通常総会開催
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第
五
回
通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
東
日
本
大
地
震
で
被
災
さ
れ
た

多
く
の
皆
様
へ
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
被
災
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
被
災
地
支
援
募
金
を
皆

様
に
お
願
い
を
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
と
し
て
は
目
標
額
の
倍
以
上

の
も
の
が
既
に
集
約
さ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

は
百
二
十
八
万
円
程
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

昨
年
の
四
月
に
宮
崎
で
口
蹄
疫
が

発
生
し
、
我
々
酪
農
畜
産
を
担
う
者

に
大
変
な
衝
撃
と
そ
の
対
応
を
迫
ら

れ
た
わ
け
で
す
が
、
被
災
地
の
懸
命

の
努
力
に
よ
り
、
八
月
に
は
終
息
宣

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
夏
、
こ

れ
も
記
録
的
な
猛
暑
で
、
我
々
農
業

の
み
な
ら
ず
、
国
の
色
々
な
部
分
に

大
変
な
影
響
の
出
る
記
録
的
な
暑
さ

と
な
り
、
そ
の
事
が
乳
牛
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
現
在
ま
で
も
そ
の
影

響
が
尾
を
引
い
て
お
り
ま
す
。
涼
し

さ
が
や
っ
と
戻
っ
て
き
た
十
月
に
は
、

菅
首
相
が
突
然
、
所
信
表
明
演
説
で

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
へ

の
参
加
検
討
を
表
明
し
た
と
い
う
事

は
、
大
変
衝
撃
的
な
事
で
あ
り
、
私

共
農
協
、
農
業
界
上
げ
て
そ
の
反
対

運
動
を
展
開
し
た
経
過
に
御
座
い
ま

す
。二

十
三
年
度
に
向
け
た
補
給
金
単

価
に
つ
い
て
は
、
十
銭
上
げ
の
十
一

円
九
十
五
銭
、
限
度
数
量
は
据
え
置

き
の
百
八
十
五
万
ト
ン
で
決
定
を
し

て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
、

生
乳
生
産
状
況
は
、
非
常
に
低
下
を

し
て
お
り
、
特
に
昨
年
、
年
度
集
計

で
は
前
年
よ
り
二
千
六
百
六
十
ト
ン

の
減
と
な
り
、
な
ん
と
か
十
万
ト
ン

を
一
千
三
百
ト
ン
程
上
回
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
本
年
五
月
初
旬
の
状
況

で
は
、
農
協
全
体
で
前
年
対
比
95
・
２

％
で
あ
り
、
特
に
鶴
居
地
区
は
一
割

程
の
減
、
幌
呂
で
四
％
程
度
の
減
、

白
糠
も
同
程
度
の
減
、
音
別
は
前
年

比
百
％
を
若
干
超
え
て
い
る
と
い
う

状
況
で
あ
り
ま
す
。

農
協
全
体
と
し
て
は
、
昨
年
の
猛

暑
の
影
響
に
よ
る
受
胎
期
の
ず
れ
等

々
を
含
め
て
、
乳
牛
に
ダ
メ
ー
ジ
が

相
当
に
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
増
産

を
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
、

い
ち
早
く
回
復
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
事
も
含
め
て

今
年
度
事
業
の
中
で
、
農
協
と
し
て

生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
と
い
う

事
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
捉
え
さ
せ

て
頂
き
、
生
乳
生
産
基
盤
強
化
対
策

事
業
と
い
う
乳
牛
の
保
留
、
導
入
経

費
の
助
成
支
援
に
取
り
組
む
事
の
決

定
を
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
鶴

居
村
、
白
糠
町
、
釧
路
市
も
含
め
て
、

同
額
助
成
支
援
を
行
政
に
要
請
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

農
協
の
決
算
状
況
で
御
座
い
ま
す

が
、
天
候
や
口
蹄
疫
等
々
で
影
響
を

受
け
、
組
合
員
皆
様
の
経
営
収
支
は

非
常
に
悪
く
、
一
戸
平
均
所
得
で
百

七
十
万
円
程
の
低
下
を
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
状
況
の
中
、
農
協

事
業
と
し
て
は
、
配
合
飼
料
価
格
の

高
止
り
対
策
と
し
て
、
期
中
で
系
統

配
合
飼
料
農
家
経
営
支
援
対
策
に
よ

る
一
千
八
百
万
円
程
の
期
中
割
戻
し

を
さ
せ
て
頂
き
、
事
業
利
益
は
四
千

六
百
万
円
程
で
、
税
引
き
後
の
当
期

剰
余
金
は
一
億
二
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
事
業
分
量
配

当
で
三
千
四
百
七
十
四
万
円
、
期
中

と
合
わ
せ
る
と
五
千
二
百
万
円
程
の

配
当
を
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ

り
五
百
六
十
万
円
程
の
低
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
景
気
低
迷
、
厳

し
い
状
況
の
中
で
こ
う
い
う
決
算
を

さ
せ
て
頂
け
た
の
も
農
協
に
結
集
を

頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
御
努
力
頂
け
た
と

い
う
事
で
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
内
容

を
含
む
部
分
に
つ
い
て
決
算
報
告
等

の
中
で
、
説
明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
御
承
認
を
頂
く
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

本
日
は
、
公
務
多
端
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ご
臨
席
ご
指
導
頂
き
ま
す
ご

来
賓
各
位
、
関
係
機
関
団
体
及
び
組

合
員
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
御
礼

を
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

（
要
旨
抜
粋
）

代表理事組合長

瀧 澤 義 一

第
５
回
通
常
総
会
挨
拶

生
乳
生
産
基
盤
の維持

強
化
を
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第18回 釧路西部スプリングショウ

11部地区選抜牛群審査の様子

四
月
二
十
三
日
、
白
糠
町
共
進
会
場
に
お
い
て
、

第
十
八
回
釧
路
西
部
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
西
部
支
部
主

催
に
よ
り
、
音
別
及
び
白
糠
よ
り
計
二
十
八
頭
の

牛
が
出
品
さ
れ
、
帯
広
市
の
酪
農
家
杉
浦
尚
氏

が
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ
ク

イ
ー
ン
に
は
、
音
別
の
河
合
美
紀
さ
ん
が
務
め
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

白
糠
町
・
松
田
浩
二
氏
の
出
品
牛
エ
メ
ラ
ル
ド

ト
イ
ス
ト
ー
リ
ー　
ケ
ン
ト
（
八
部
三
歳
経
産
ク

ラ
ス
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

入 賞 牛 一 覧
グランドチャンピオン

エメラルド　トイストーリー　ケント 松　田　浩　二 白糠
リザーブグランドチャンピオン

ヘイチヤン　ゴールドウイン　クライスラー 伊　深　洋　平 白糠
ジュニアチャンピオン

KWF　サンチエス　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム 音別
リザーブジュニアチャンピオン

ウツズスター　ミラクル　アレキサンダー　スポツテイー 林　　　稔　幸 白糠

部 結果 名　　　　号 出 品 者 地区

1部
1位 フオグランド ハースト ボルトン アルカミスト 五十嵐　大　地 白 糠
2位 A ジユビランド ロンナン ダガー  LED 松　田　浩　二 白 糠

2部
1位 ウツズスター ミラクル アレキサンダー スポツテイー 林　　　稔　幸 白 糠
2位 ガバネス デニス CH サンチエス 松　田　浩　二 白 糠

3部
1位 KWF サンチエス ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム 音 別
2位 フオグランド デンゼル ストーリー エスト 五十嵐　大　地 白 糠

6部 1位 ウツズスター マセスドラ スパイアート 林　　　稔　幸 白 糠

7部
1位 ヘイチヤン ゴールドウイン クライスラー 伊　深　洋　平 白 糠
2位 ベル ロス ローズライン 石　黒　隆　行 白 糠

8部
1位 エメラルド トイストーリー ケント 松　田　浩　二 白 糠
2位 プリンセス セプテンバー アウトサイド ㈱敬和ファーム 音 別

9部
1位 ウツズスター エンペラー クレアーズ レオ 林　　　稔　幸 白 糠
2位 フユーチヤーツリー ダーハム セプテンバー 對　木　隆　司 白 糠

10部
1位 ブラツクスター ルドルフ ベル 伊　深　洋　平 白 糠
2位 フユーチヤーツリー オー フオービデン ミスター 對　木　隆　司 白 糠

11部 1位

フオグランド ハースト ボルトン アルカミスト 五十嵐　大　地
白 糠
和天別

フオグランド デンゼル ストーリー エスト 五十嵐　大　地
エメラルド トイストーリー ケント 松　田　浩　二
ブラツクスター ルドルフ ベル 伊　深　洋　平
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第4回 鶴居スプリングショウ

チャンピオン決定審査の様子

グランドチャンピオン

TKS プリプリ サンバレー 清　水　武　志 鶴居
シニアチャンピオン

TKS プリプリ サンバレー 清　水　武　志 鶴居
ジュニアチャンピオン

ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム 鶴居

部 結果 名　　　　号 出　品　者 地区

１部
１位 レデイ ホープ アランドルー 007 LED (農)清 和 農 場 鶴 居
２位 SP ミルクソース オハナ アビーロード ET (農)高 橋 農 場 鶴 居

２部
１位 アワープライド デンゼル レインボー 植 田 紘 史 幌 呂
２位 ウイス JY ポパイ レデイー 菊 地 栄 司 鶴 居

３部
１位 ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム 鶴 居
２位 パインヘイブン ジヤスパー デイアンムー  ET 松 井 俊 治 幌 呂

４部
１位 ヒシヌマフアーム ミルキー ララミー アイデアル ㈲菱沼ファーム 鶴 居
２位 アワープライド アレキサンダー ステラ 植 田 紘 史 幌 呂

５部
１位 バレンズ プロント デニス 斉 藤 和 弘 鶴 居
２位 セジス アマルフイン シヤブロー (農)清 和 農 場 鶴 居

６部
１位 TKS ローラン チヤンプ アンナ 清 水 武 志 鶴 居
２位 セイワ ヘンドリカ ア バオアクー (農)清 和 農 場 鶴 居

７部
１位 OP MBB ゼニス ソツクス 植 田 紘 史 幌 呂
２位 ウイス JY マリー  SS ルーベンス 菊 地 栄 司 鶴 居

８部
１位 TKS プリプリ サンバレー 清 水 武 志 鶴 居
２位 マチムラ ポーラ チヤンプス シヤンテイ 松 下 雅 幸 鶴 居

９部 １位 テイー ライト マリオ ジヤステイス 菊 地 栄 司 鶴 居

五
月
二
日
、
鶴
居
村
家
畜
共
進
会
場
に
お
い
て
、

第
四
回
鶴
居
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同
志
会
鶴
居
支
部
主

催
に
よ
り
、
鶴
居
・
幌
呂
よ
り
計
三
十
一
頭
の
牛

が
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
員
は
、
㈳
ジ
ェ
ネ
テ

ィ
ク
ス
北
海
道 

業
務
課
長 

人
見
智
亮
氏
が
務
め

ま
し
た
。

一
部
か
ら
九
部
ま
で
の
審
査
が
行
な
わ
れ
、
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、
鶴
居
の
清
水
武
志

氏
の
出
品
牛
Ｔ
Ｋ
Ｓ
プ
リ
プ
リ　

サ
ン
バ
レ
ー

（
八
部
三
歳
経
産
ク
ラ
ス
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は
表
の
と
お
り
で
す
。

入 賞 牛 一 覧

審査員：人見智亮氏
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釧路丹頂農業協同組合 農作業安全祈願祭

四
月
二
十
八
日
、
農
協
本
所
に
お

い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
釧
路
丹
頂

農
業
協
同
組
合
農
作
業
安
全
祈
願
祭

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
に
は
、
瀧
澤
義
一
組
合
長

を
は
じ
め
、鶴
居
村
日
野
浦
正
志
村

長
、釧
路
警
察
署
鶴
居
駐
在
署
津
谷

弘
行
署
長
な
ど
各
関
係
機
関
の
代
表

者
が
集
ま
り
、
玉
串
奉
天
及
び
神
事

を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
對
木
範
誉
専
務
理
事
か

ら
「
交
通
事
故
並
び
に
農
作
業
事
故

撲
滅
宣
言
」
を
、
ま
た
釧
路
丹
頂
農

協
青
年
部
の
菱
沼
和
也
部
長
か
ら

「
交
通
安
全
宣
言
」
を
行
な
い
、
今

後
の
農
作
業
繁
忙
時
期
に
向
け
、
農

作
業
事
故
撲
滅
を
誓
い
ま
し
た
。

農
作
業
に
お
け
る
事
故
及
び
交
通

事
故
撲
滅
へ
向
け
、
今
後
も
皆
で
安

全
を
第
一
に
考
え
、
安
全
運
転
を
心

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「交通安全宣言」をする
菱沼和也青年部長

「交通事故並びに農作業事故絶滅宣言」
をする對木範誉専務

理　事　会　報　告
４月定例理事会

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．子会社等の決算状況について
６．㈳釧路市音別町農業振興公社の役員推薦について

付議事項 
議案第１号　 監事監査の結果に対する回答について

議案第２号　大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第３号　理事と組合との契約承認について
議案第４号　 ＪＡバンク利用者保護等管理規程の一部変更

について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．春季地区別懇談会における意見・要望等について

平成23年４月28日(木)

第1回臨時理事会

付議事項 
議案第１号　 議案第１号　ＪＡ役員体制検討委員会

（仮称）の設置について
　※原案通り承認されました。

協議事項 
１．地区別組合員懇談会の開催について

平成23年５月13日(金)
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

最
近
、
乾
乳
牛
用
の
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
、
わ

ら
類
を
混
ぜ
込
ん
だ
「
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

飼
料
給
与
」
と
い
う
方
法
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
方
法
は
、
刈
り
遅
れ
の
乾
草
主

体
で
乾
乳
牛
を
飼
う
と
い
う
従
来
の
や

り
方
で
は
な
く
、
必
要
な
栄
養
を
過
不

足
な
く
与
え
る
た
め
の
方
法
で
す
。

◎
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
と
は
？

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
飼
料
と
は
、
標
準

的
な
乾
乳
の
飼
料
よ
り
も
、
一
〜
二
割

程
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
下
げ
た
飼
料
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

当
地
区
の
平
均
的
な
グ
ラ
ス
サ
イ
レ

ー
ジ
を
主
体
と
し
た
場
合
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
が
低
い「
麦
桿
」「
オ
ー
ツ
ヘ
イ
」

な
ど
の
わ
ら
類
を
加
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
（
写
真
１
、
２
）。

◎ 

乾
乳
期
の
従
来
方
と
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

飼
料
給
与
方
と
の
比
較
（
表
一
）

①
従
来
方
法
の
場
合

○ 

グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
を
主
体
に
す

る
と
、
乾
物
摂
取
量
は
高
ま
り
ま

す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過
剰
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
剰
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
が
続
く
と
、
分

娩
後
に
食
欲
が
低
下
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

○ 

乾
草
や
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
主
体

の
場
合
、
ガ
サ
が
多
す
ぎ
て
乾
物

摂
取
量
や
栄
養
が
不
足
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
給
与
の
場
合

○ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
飼
料
な
の
で
、
腹
一
杯
食
わ
せ

て
も
栄
養
過
多
に
な
り
に
く
い
。

○ 

ガ
サ
の
あ
る
飼
料
を
食
い
込
ま
せ
、

ル
ー
メ
ン
の
容
積
を
確
保
で
き
ま

す
。
そ
の
こ
と
で
、
第
四
胃
変
位

の
予
防
や
、
分
娩
後
の
採
食
量
を

安
定
さ
せ
ま
す
。

◎
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
の
留
意
点

○ 

Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
あ
る
こ
と
。

○ 

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
た
め
、
わ

ら
類
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

○ 

選
び
食
い
を
防
ぐ
た
め
、
わ
ら
類

は
５
㎝
以
下
に
切
断
す
る
。
ロ
ー

ル
さ
れ
た
麦
桿
な
ど
は
細
断
機
が

必
要
と
な
る
。

○ 

乾
物
摂
取
量
が
不
十
分
だ
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
の
で
、
牛

が
食
え
る
環
境
（
過
密
に
飼
わ
な

い
、
自
由
に
飲
水
で
き
る
、
食
べ

や
す
い
飼
槽
の
デ
ザ
イ
ン
）
が
重

要
。

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料
を
今
す
ぐ
に
農

場
シ
ス
テ
ム
に
導
入
す
る
の
は
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
写
真
３
の
よ
う
に
、
わ
ら

類
を
フ
リ
ー
チ
ョ
イ
ス
さ
せ
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
作
る
場
合

に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
平
成
二
十
三
年
四
月
作
成
）

乾
乳
期
の
低
エ
ネ
ル
ギ
ー

飼
料
給
与

写真２　わら類を混ぜ込んだＴＭＲ

写真３　わら類を別に給与

写真１　麦桿

表1　乾乳期における従来方と低エネルギー飼料給与方との比較

給 与 方 法
乾　　物
摂 取 量

エネルギー
充　　足

従 来 法

グラスサイレージ
主体

高　　い 過剰傾向

乾草、もしくはラッ
プサイレージ主体

低　　い 不足傾向

低エネル
ギー飼料

グラスサイレージ
主体＋わら類

適　　度 適　　正
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■
編
集
発
行 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

̶
V
O
L
・
45̶
平
成
23
年
5
月
発
行

■
印
刷　

白
糠
印
刷
㈱

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成23年度　生乳生産実績（4月）

月計乳量（㎏） 4月前年比（％） 累計乳量（㎏） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,334,284.3 96.8 8,334,284.3 96.8
（ 鶴 居 地 区 ） 2,681,644.4 93.3 2,681,644.4 93.3
（ 幌 呂 地 区 ） 2,279,238.4 98.8 2,279,238.4 98.8
（ 白 糠 地 区 ） 1,979,289.0 96.4 1,979,289.0 96.4
（ 音 別 地 区 ） 1,394,112.5 101.3 1,394,112.5 101.3

管 内 計 44,271,542.8 99.3 44,271,542.8 99.3
（前 年 度 管 内 計） 44,575,596.0 44,575,596.0

家畜販売市況情報 
乳　牛  23年５月１日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２９０　　～　　２１０

初　　　　妊 ５９０～５５０ ５５０～５１０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　～　　３２０

４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　～　　２７０

初生とく  23年５月16日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１㎏～７０㎏ 都度協議

４５㎏～６０㎏ １，０５０円/㎏

４０㎏～４４㎏ ９５０円/㎏

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年４月12日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 603頭 686,700 182,700 375,236 287 1,305 
去勢 824頭 598,500 159,600 460,905 304 1,514 

（提供／ホクレン帯広支所）

大変お世話になりました。

池 田 孝 二
営農部営農課

哺育育成センター場長調査役

この度、平成23年４月30日をもちまして、釧路丹頂農業協同組合を定年退職致

しました。

振り返りますと、昭和45年に旧鶴居村農協に入組後、人工受精師として授精業

務を27年勤めその後、生産資材課、販売課、そして釧路丹頂農協になってからは

販売課、鶴居哺育育成センターで務めさせて頂きました。組合員の皆様方をはじ

め、地域の皆様、役職員や関係機関の皆様方には永い間お世話になり、誠にあり

がとうございました。無事に務める事が出来ましたのも、皆様方のおかげと深く

感謝しております。 これからも皆様方には、様々な場面でお世話になることがあ

ると思いますが、今迄同様ご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げ、お礼の挨拶に変

えさせて頂きます。長い間お世話になり大変ありがとうございました。

（本職員は、引き続き哺育育成センターに準職員として勤務しています。）

□  口蹄疫の問題などにより中止となっていた共進会が、今年は約２年ぶりの開催となり
ました。釧路西部スプリングショウでは、雨の中での開催ではありましたが、開催出
来るありがたさを感じました。

□  農作業や車の運転が増えるこの時期は、一瞬の不注意が事故を招くということを肝に
銘じ、大事故につながらないよう安全運転に努めましょう。


